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弘
経
寺
だ
よ
り 

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
が
極
楽

へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

九
月
二
七
日 

海
老
原
好
道 

九
四
歳 

十
月  

六
日 

飯
田
辰
也   

五
四
歳 

十
月
一
四
日 

中
村
元
一   

八
八
歳 

十
夜
法
要 

  

飯
沼
弘
経
寺
で
は
左
記
の
通
り
、十
夜
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。
是
非
お
参
り
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

記 

日
時  

平
成
十
八
年
十
一
月
十
八
日 

      

午
後
二
時 

場
所  

弘
経
寺 

新
書
院 

 

十
夜
の
塔
婆･

御
札
の
お
申
込 

各
地
区
の
世
話
人
さ
ん
に
直
接
お
申
込

く
だ
さ
い
。
御
札
に
よ
る
回
向
は
先
祖
代
々

の
御
回
向
の
み
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。 

個
々
の
お
戒
名
で
の
御
回
向
は
「
特
別
回

向
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
特
別
回
向
」

は
六
尺
の
塔
婆
に
て
ご
回
向
い
た
し
ま
す
。

特
に
、
昨
年
の
十
夜
か
ら
一
年
の
間
に
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
精
霊
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
塔
婆
で
の
ご
回
向
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

御
札
は 

三
〇
〇
〇
円 

塔
婆
は 

五
〇
〇
〇
円  

で
す
。 

十
夜
回
向
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
、ご
質

問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、 

℡ 

〇
二
九
七(

二
四)

〇
八
九
五 

弘
経
寺
主
管 

金
田
ま
で
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 
本
堂
改
修
工
事
ニ
ュ
ー
ス 

こ
れ
ま
で
に
終
了
し
た
作
業 


 

屋
根
銅
板
葺
き 


 

内
部
壁
下
地
塗
り 


 

外
壁
漆
喰
塗
り 


 

内
部
電
気
配
線 


 

手
洗
天
井
張
り 


 

裏
堂
五
智
如
来
台
座･

位
牌
棚
造
り 

今
後
の
作
業 


 

内
部
壁
漆
喰
塗
り 


 

本
堂
正
面
高
欄
組
み 


 

本
堂
周
り
浜
縁
組
み 


 

内
部
電
気
器
具
取
付
け 


 

内
部
壁
漆
喰
塗
り 


 

手
洗
タ
イ
ル
張
り 


 

床
組
み 


 

裏
堂
棚
下
引
違
い
建
具
造
り 


 

土
間
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ 

十
月
中
旬
に
は
正
面
の
足
場
が
解
体
さ

れ
、
新
本
堂
の
姿
が
み
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
あ
と
一
ヶ
月
で
竣
工
で

す
。
今
後
と
も
関
心
を
持
っ
て
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。 
 

御
浄
財
勧
募
の
ご
報
告 

平
成
十
九
年
七
十
月
ま
で
に 

五
四
、
六
八
一
、
七
四
七
円 

の
本
堂
改
修
工
事
の
た
め
の
ご
浄
財
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

             

            

清
掃
当
番 

十
一
月
の
境
内
清
掃
は
十
一
日(

日)

午

前
八
時
～
で
す
。
当
番
は
溜
井･

二
ッ
谷･

水
海
道
地
区
で
す
。
雨
天
の
場
合
は
室
内

の
清
掃
を
お
願
い
し
た
く
存
じ
ま
す
。
当

番
地
区
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

  


